
令和７年度　   園評価書
44 園名 静岡市立高部こども園

Ⅰ　経営の重点に関わること 評価段階（Ａ：よくできている　Ｂ：概ねできている、Ｃ：あまりできていない、Ｄ：できていない）

１ 教育・保育目標 自己評価 関係者評価

ｔ

大項目 自己評価 関係者評価

子ども達が更に自信をもち自分を出せるようになる
ために、保育者は様々な姿や表現も受け止め援助や
かかわりをしていく必要がある。自己肯定感が高ま
るように、一人一人の姿すべてを丸ごと受け止めて
いきたい。
毎週末の職員による振り返りの時間でクラスで経験
することを伝え合い、どのようにしたらよいのか、
発達に合っているのかなど保育計画を実現させるた
めの話し合いをさらに深めていきたい。
また、子どもへの教材や教具の出合わせ方や引き際
にも着目し、遊びがマンネリ化したり、新しいもの
に飛びつき終わってしまわないようにしたい。

心豊かで
たくましい
たかべっこ

　夢中になって
　　　　　遊ぶ

わかりやすい日本語で丁寧に会話したり、絵カードや場合に
よって翻訳機を使い親子ともコミュニケーションを図ってい
く。また、支援方法などについても職員室がある自園の特徴を
活かし職員会議以外にも気軽に話し合い意見を求めたりアイデ
アをもらったり発達段階や支援方法を共有していく。

企画書には会議の前に目を通し、その活動がより
豊かになるように質問したり提案をしたりする。
また誰が見てもわかるような企画書の作成を心が
ける。

高部独自の研修を引き続き行う中で、得た知識が
保育実践と繋がり合うような話し合いをしていき
たい。また、素直に謙虚に受け入れていき、保育
力に繋げていく。

６
研　修

５
組織運営

A
職員自身が教材研究を重ね他の学年が準備している教材にも興味を示し
ていた。クラスの遊びを考える上でやるべきか迷った時は「まずはやっ
てみよう」という気持ちで取り組み、子どもの実態と合わなかったらも
う一度考える試行錯誤で毎日環境を整えることができた学年もあった。

更に実体験を通し試行錯誤ができるようになるために、微
細運動、粗大運動ができる環境を整えていきたい。職員は
できるまでの過程を大切にし、様々な育ちを見取り遊びを
価値づけていく力を養い自身の保育の価値を意識していき
たい。

２号認定児保育の遊び（午後の遊びや長期休暇の遊び）
の様子を１号認定児にも紹介したり、異年齢児との関わ
りが教育時間にも継続できるようにするなど、どの子も
豊かな経験ができるように配慮していく

人的環境・物的環境に加え自然環境・社会環境にも目を向けそ
れぞれの相互作用を通して子ども自ら興味関心が広げられるよ
うにしたい。クラス間で共有したり、他の職員のアドバイスを
もらったりしながら、一緒に環境について考えて場の構成をし
ていく。

片付けや整理整頓、遊び方など子どもと一緒に安
全な園庭づくりや遊びを考えていく。また、今ま
での当たり前を見直し、防災計画、避難訓練計画
の作成をする。

園生活において必要な基本的生活習慣をユニバー
サルデザインを意識して必要な場所に掲示し、誰
もがわかりやすくでき、また生活習慣の自立に向
かえるようにする

JA婦人部と高部の特産である梅を使った食べ物を一緒に作った
り、話を聞いたりすることを保育に取り入れていきたい。ま
た、自園の畑を園庭前の交番跡地に作る際、畑の先生や地域の
方の力を借りることを今まで以上に増やしていきたい。

２ 重点目標

ドキュメンテーションの意味とポイントを学び合ったり、
他クラスの物を見たりする中で自身の作成の仕方を振り替
えられるようにする。また、保護者からの反応を全員で共
有し、教育保育の伝え方や大切さを学んでいく。

引き続き、地域の特性を活かした指導の方法を学
び合いたい。また、学区以外の園児が就学予定の
小学校に公開保育の案内を送付し、園の教育保育
や子どもの育ちを伝えていきたい。

改善策（来年度の具体的な取組目標等）

改善策（来年度の具体的な取組目標等）
来年度も外部講師を招き各年齢の発達を見据えた援助についてアドバイ
スをいただき、保育を進めていきたい。また、職員全員がその子のよさ
に気付き、子ども理解を深められるように、遊びの様子や面白かった場
面、変化について気軽に話せる雰囲気を作り共有を行い、全園児の保育
に当たっていきたい。

(1)研修体制の充実

(1)組織体制の充実

(1)教育・保育環境
の充実

園は子ども達が全身を使って遊ぶため
の環境や、考えたり試したりして遊び
込んだりするための環境を準備してい
る

１０
地域との連携

(1)信頼される園づ
くりの推進

(1)近隣の園との連
携の推進

８
家庭との連携・
協力

(1)家庭教育への支
援機能の充実

９
近隣の学校との
連携

(1)健康教育の充実

A

A

７
教育・保育環境
整備

１
こども園における
教育及び保育

３
保健管理・指導

４
特別支援教育・
保育

(1)支援体制づくり
の推進

２
安全管理・指導

(1)事故防止・防災

(1)0歳から小学校就
学前までの一貫した
教育及び保育

中項目

(3)環境を通して行
う教育及び保育

(2)一日の生活の連
続性及びリズムの多
様性への配慮

評価指標 園説明

園番号

B

A

A

職員は子ども達が考えたり試したりし
ながら夢中になって遊ぶための、環境
構成や支援をしている

職員との関係の中で安心して生活や遊びに取り組んだ年少、個々の発達
の現状を〝伸びしろ〟と捉え前向きに支援してきた年中、友達のよさに
刺激を受けながら、「やってみよう」と努力する力がついてきた年長。
どの学年も一人一人に注目して保育をすすめられた。

園関係者評価委員から

園関係者評価委員から

様々なことに興味があり「こうしてみたい」「何でだろう」という思い
を持ち遊ぶ姿がある。それは、各学年の拠点の中に興味をくすぐる教材
や環境が用意され、遊びのヒントがあるためであると考える。また、そ
れが発揮できるのは、安心できる担任との関係のがあるためだと感じ
る。

A

A

A

B

A

A

A

B

A

子ども達は「やってみよう」「明日も
やりたい」と意欲をもち、心も体も元
気に過ごしている

子どものつぶやきや保護者からの話から次の日の登園や遊びを楽しみ
にしている姿がある。園が遊びの場であり楽しい場であることが伺え
る。家庭から遊びに使いたい物を持ってきたり、登園後友達と誘い
合ったりして自分達で遊び始める姿が見られる

職員は各年齢の発達を捉え、子どもの
表れを受け止め、よさに目を向けた支
援をしている

園は分掌リーダーを中心に行事運営に
関する情報共有に努め、企画運営に取
り組み、子ども達の経験が豊かになる
よう取り組んでいる

各行事に対して、子どもが見通しを持ちながら当日をたのしみにするようなワクワクする
企画ができつつある。分掌担当がすべて企画をするのではなく、様々なアイディアを職員
で出し合うことを経験してきている。半面、分掌リーダーが前月の会議の中で企画案を出
しているが、職員が具体的にイメージして綿密な計画に至らないことがある。また、会議
時に配布されてすぐでは質問や疑問が出せないことがある。

外部講師を迎えての研修会で各年齢の定型発達児の育ちからの自園の課題について学ぶこ
とができ、その後のクラス保育で意識していくことができた。またその子のよさに着目し
て得意な事を伸ばす取り組みをしたクラスもあった。学年の垣根を越えて遊びの仲間にな
ることができ自身のクラスではない子に対しても、面白さを共有でき、それもその子のよ
さに目を向けることに繋がった。

職員は一人一人の子どもの発達や経験
の差を理解し、どの子も安心して生活
できるよう支援している

園は地域の様々な人との関わりを大切
にし、園児が経験したことを地域へ発
信していく

地域の行事に今年も数多く参加し、園の保育活動についてアピールで
きている。また、今年はJA婦人部の方がバケツ稲をくださり園の田ん
ぼカリキュラムの中で育てることもできた。畑での収穫も地域の方の
指導の下、豊かな体験ができていると感じる。

園は園児が安全に遊ぶための園庭整備
や、自分の命を守るための減災教育に
取り組んでいる

園内の環境の中で危険と感じたことは、すぐに対応することができて
いる。また、環境整備に従事する職員がいるため、素早く処置するこ
とができる。減災教室では保護者も招き、当たり前と感じていた避難
方法を見直すきっかけとなった。

園は保護者と連携しながら、手洗いう
がい、排泄等の基本的生活習慣の定着
や、感染症拡大予防の対策をしている

排泄の自立に関し年齢発達に応じた関わりを保護者に伝えながら協力し
て行えるように取り組んだが難しさもあった。他の生活習慣もそうであ
るが、個々の思いに寄り添いながら無理なく進めようとした。また、感
染症対策でも必要な事を行い感染防止に努めようと努力した。

園は一人一人の特性やその子のよさを
捉えた支援方法を職員間で共有し、支
援を行っている

発達面の支援が必要な子だけでなく、外国籍の子に対しても支援を行なえるよ
うにしている。生活や遊びの支援に加え、日本語の支援も行っている。翻訳機
や支援カードを使い、誰一人取り残さないような細やかな支援を考えている。
担任同士は共有ができているクラスが多い。級外や他学年の職員との共有を努
力していきたい。

園は公開保育を６回実施し、研修テー
マや手立てについての協議を行い、翌
日からの保育に活かす視点を明確にし
ている

研修の手立ての「夢中になって遊ぶ姿の探り方」について迷いがあった
が、研修主任、研修部、園長、副園長と悩みながら研修を重ねてきた。
PDCAサイクルを意識した毎週の振り返りや、個々のよさを探る映像研修
など、高部独自の研修を重ねたことで、次週の保育に向けて整理がで
き、保育の積み上げができた。

園は園だより、クラスだより、毎日の
ドキュメンテーションを通じて、園の
取り組みを発信すると同時に、登降園
時に一人一人の様子を伝えている

コドモンで日々の保育をドキュメンテーション形式で配信している。配
信内容が、保護者に日記ではなく育ちが伝わっているのかと心配になる
こともあるが、保護者から反応が返ってくることが励みになっている。
また、写真が入れられることで、遊びの様子が伝わりやすいと感じる。

園は近隣園との交流や清水第六中学校
区の「小中一貫協議会」で、園児同士
の交流や職員同士の情報交換が行わ
れ、園生活に活かされている

近隣園との交流が年4回実施計画され、交流会では自然と交わり遊ぶ姿があっ
たり、気持ちが就学に向かうきっかけになったりしている。六中学区協議会で
は、実際、近隣校（高部小・高部東）の１年担任と年に３回顔を合わせたこと
で具体的な子どもの姿を伝えあうことができ、また地域の子どもの特性や課題
について話すことができた。

子ども達は「自分が好き」「友達が好
き」という気持ちをもち、自分も人も
大切にしている

評価指標 園説明

どの学年も自分を表現し、友達との関わりも年齢に応じた様
子が見られつつある。十分に自分を出して表現している子も
いる一方、自信のなさから抑えてしまう子もいる。保育者の
かかわりを考えていきたい。

長い樋を運び水路を作る遊び、こま回し、ロープ遊び、滑り台の逆さ
登りなど、体を使った遊びが年間通しできていた。それを何度も挑戦
する中で子どもたちはできた喜びを感じたり、体の使い方を考え、自
然に体幹を鍛えるような遊びができていると思う。

子ども達は「おもしろい」「何でだろ
う」と様々なことに興味をもって遊ん
でいる

B

A

B

A

A

雑然とした環境に見えるが、草花や自
然物にあふれ、使いたいときに自分で
取りに行ける遊びのきっかけになるも
のがたくさんある。また遊ぶ姿や友達
や保育者との関りを見ていると子ども
たちは様々な方法で自分の気持ちを出
せている。あまり園に来ることがない
ため保育者の関わりが見えないが、こ
の会を通して子ども一人一人に応じた
丁寧なかかわりをしていると感じた。

A

A

A

A

A

A

外部講師を招いて保育を見てもらいアド
バイスを頼んでも園側が望むような内容
の話でないこともある。昨年度から引き
続き同じ講師に来園していただき、今後
の保育の方向性が明確になったり、職員
のやる気に繋がったりしていることはと
てもよいことである。来年度も引き続き
同じ講師を招き、研修を行っていったら
どうか。

保育者は、子ども一人一人のことを公平
に見ていると感じる。かなり以前にはな
るが、「担任が話をしている保護者が一
緒で自分は声をかけられないから嫌われ
ているのではないかと感じる」と聞いた
ことがあった。だが今は、コドモンでド
キュメンテーションが配信されているの
で、子どもの様子がよくわかり、送迎以
外の方にも見てもらえると保護者間でも
評判がよい。このまま続けていってほし
い。

発達の支援が必要な子だけでなく、外国
籍の子への配慮も考えられている。ユニ
バーサルデザインと個別カードを利用し
て、その子を含めたクラス全員の保育が
考えられているのではないか。

一人一人に応じた支援を常に模索してい
く難しさがあると感じる。また、支援方
法の職員間の共有はとても大切な事であ
るが、共有内容、方法を工夫していかな
いとなかなか難しいと思う。特性理解に
基づいた支援によって子どもの表れは大
きく変わってくると思うため、よりよい
支援のあり方、共有についてこれからも
努めていってほしい。

今年度、小学校長を評議員に招き、教務
主任、1年生担任の来園へとつなぐこと
ができたことは、小学校との連携におい
て自園の強みになっていると感じる。

今年度新たに、JA女性部との連携も取り
始めたとある。更に地域に根付いた関り
を広めていってほしい。

最後に、高部こども園は本当によくやっ
ていると感じる。そのよさを地域にもっ
と発信していくことが重要になると感じ
る。来年度も期待したい。

A

A

A

A


